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それじや、ぼくたちは行くよ。他のみんなにもよろしく!
央味津々でぽくらの旅立ちを見守っているおしゃべりグミさんに挨拶をすると、ぼくらは
おもいきって大穴の中へ。長い長い落下感が続き、やがて穴の底にドスンとしりもち。
「こんな長い時間落下してたのにケがひとつしないってことは、重力が変化している……?
研究熱心なジェフが、不思議そうにつぶやいた。そのとき!円
〓307ヘ
103
むこうみずなナメクジが体当りをかましてきたけど、かすり傷を負っただけで簡単にかわ
す(HPマイナス1)。いけるぞー
ほくはバットを握りしめて、ナメクジのブョブヨした体にきつい一発をおみまいした。
ハキッ!この一撃がスマッシュとなり、ナメクジはその動きを止めた。
〓122へ
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ほくらは、ガッツのバットとぬれタオル、そしてペンシルロケット5を買うことに決めた。
ええと、これで残り100ドルよ。どうする?
ポーラがぼくらの顔を見回す。するとジェフが、冷静に口を開いた

